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かがみの議会だより・第23号 2

観光施設利用
観光施設共通経常管理費　

【800万円】
　町民温泉利用補助の利用増加による増額 。
　奥津温泉花美人の里・瀬戸川温泉・クアガー
デンこのか・のとろ温泉天空の湯・鏡野温泉の
町民割引。日祝日・休館日及び施設が指定する
特別な日（正月、盆等）は、割引なし。

災害対策
自主防災組織活動支援事業費

【18万円】
　新規に認定され
る、自主防災組織
に支援事業費、資
機材整備事業を交
付するもの。

12月会議で決まりました12月会議で決まりました
　令和６年12月３日～20日まで、12月会議が開催され条例等の制定・改正・廃止15件、
指定管理者の指定３件など30件の議案が議決されました。

鏡野町職員のハラスメント防止に関する
条例の制定

●鏡野町うたたねの里：人形峠原子力産業株式会社　
●奥津湖総合案内所「みずの郷奥津湖」：一般社団法人鏡野観光局
●奥津運動公園・奥津町民体育館：奥津地区体育施設管理会
　　　　　　　　　　　　　期間：令和７年４月１日から令和12年３月31日までの５年間

　職員がハラスメントを理解し、人格を尊重し、
快適に働くことができる良好な職場環境を確立す
ることを目的とする。

鏡野町放課後児童クラブ設置及び
管理に関する条例の一部改正
　大野学区放課後児童クラブ2組の位置を改め
る。低所得世帯等について利用料を減額すること
ができる規定を加える。

鏡野町長等の給与に関する
条例の一部改正
　令和6年6月会議において、副町長から議員に
対する不適切発言により、議会および町民からの
信用失墜を招いたため、令和7年1月の町長、副
町長の給与を10パーセント減額するもの。

補　正　予　算

条例の制定・一部改正

公の施設に係る指定管理者の指定
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かがみの議会だより・第23号3

岸議員
　建設計画が出た段階で流動的な状況。調査も進んでいないあいまいな段階で、
判断するのは時期尚早であり、請願を採択することに反対する。

小椋議員
　１年が経過しても進捗がない中で、想像で結論を出すのは時期尚早。今後事業
者が調査結果、計画書を出せば、町民が様々な考えを持つ。アンケート調査など
も必要と考える。

　鈴木議員より請願第５号の１と２については審査を継続するために総務常任委員
会および産業常任委員会に再付託を求める動議が提出されたが、賛成少数により否
決された。

反対反対

　令和５年11月「鏡野風力発電を考える会」から、風力発電所建設計画中止の働きかけを求める請願
書が議会に提出され、十分な調査と研究が必要であると判断し、付託された総務常任委員会・産業常
任委員会では、それぞれの請願項目について、約１年をかけ審査を行った結果、12月20日会議の最
終日において、賛成多数により本請願を採択することが決まりました。

請願第５号の１と２　＜賛成多数で採択＞

難波岸小椋長石 鈴木反対５ 岡田欠席1賛成７ 片田 藤田 仲西 飯綱 花房 山本 牧田
※原議長は採決に加わりません

花房議員
　この計画は完全に確実に自然環境が奪われる。鏡野町に風力発電は必要ないと
考え請願を採択することに賛成する。

総務常任委員会
　請願第５号の１　⒈　事業者による（仮称）ERE鏡野風力発電事業計画に反対し、地域住民の合

意なしに事業を進めることがないよう国と県に対し、意見書を提出すること。
　　　　　　　　　⒊　今後の新たな開発計画による問題発生を予防する制度や仕組み（開発規制

や条例の制定など）を早急に検討すること。
産業常任委員会
　請願第５号の２　⒉　当該建設計画に係る保安林指定の解除に同意しないよう鏡野町長に強く要

請すること。

賛成賛成

主　　な　　討　　論主　　な　　討　　論

「鏡野町富及び羽出地域の風力発電所建設計画反対に関する請願」「鏡野町富及び羽出地域の風力発電所建設計画反対に関する請願」
請願　第５号の１と２請願　第５号の１と２

賛成多数で採択!!賛成多数で採択!!

◇少数意見の留保

◇動議
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かがみの議会だより・第23号 4

●所　在　地 … 岡山県苫田郡鏡野町吉原７１９－１　他３筆
●計 画 施 設 … 小規模場外舟券発売所「（仮称）ボートレースチケットショップ岡山かがみの」
●運 営 会 社 … 株式会社フューチャー
●施 設 規 模 … 窓口数１０程度
●発 売 日 数 … 年間約３６５日以上
●営 業 時 間 … 午前８時～午後９時
●１日売上見込 … 約４００万円
●１日利用者数 … 約４００名（延べ人数）

請願第２号　＜全会一致　採択＞
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校
の働き方改革　
長時間労働是正を求める意見書採択の請願について

陳情第７号　＜全会一致　不採択＞
議会等の傍聴において、傍聴人等に対して誠実な対
応を求める要望

請願・陳情

賛成賛成

山本議員
　陳情には「議員は反対しないこと」とある。裏を返せば、「議員は賛成するこ
と」ととれる。了解を得ている近隣住民とはどこまでをいうのか。町全体の問題
でもある。町民の意見を聴くこともなく短期間で重要な判断はできない。

反対反対

藤田議員
　１か月余りの期間に地元住民に周知できているとは思えない。ギャンブル依存
症（衝動を抑えられない脳の病気）は治療困難で大問題になっている。予防のた
めにも身近に施設ができないことを望む。

反対反対

花房議員
　町全体を考えると舟券売場は必要ない。町議会がお墨付きを与えることはあっ
てはならないと考え本陳情の採択に反対する。

反対反対

陳情第９号　＜賛成多数で採択＞

山本花房藤田反対３ 岡田欠席1賛成９ 飯綱 難波 鈴木片田 仲西 牧田長石 小椋 岸
※原議長は採決に加わりません

仲西議員
　地元の大多数が賛成していることを認めたい。井原・和気で実績のある会社で
あり、財政難の中、収入源になる。大きく影響するとは考えにくい。

総務常任委員会で審議
　吉原南地区長から、町内会として、令和６年８月８日に初めて建設計画についての提案を受け、
地元説明会を重ね９月22日の臨時総会で賛否を問い、73対３で建設賛成に決した。施設が設置され
ることで、経済効果や地域の活性化へと繋がり、約25人の地元雇用が生まれる。環境整備協力費と
して新たな財源が町へ支払われ、町民福祉の向上に役立つとの説明を受けた。

主　　な　　討　　論主　　な　　討　　論

計画地の概要

陳情第９号「モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する陳情」陳情第９号「モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する陳情」
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かがみの議会だより・第23号5

＜全会一致で承認＞

＜全会一致で可決＞

＜全会一致で可決＞

専決処分

10月会議で決まりました10月会議で決まりました
令和６年10月18日に随時会議が開催され、議案２件が議決されました。

令和６年度一般会計補正予算（第５号）

1320万円

1億973万円

衆議院議員選挙費

　衆議院議員総選挙が10月27日に執行されることが決定
し、選挙執行経費が必要となったため専決処分を行った。
※全額県支出金を充当

11月会議で決まりました11月会議で決まりました
令和６年11月７日に随時会議が開催され、議案１件が議決されました。

財産の取得

1０１７万円
小中学校電子黒板・書画カメラ備品購入

電子黒板（スタンド付）44台・書画カメラ39台
※国のデジタル田園都市国家構想交付金を受けて実施

工事請負契約の締結

北部クリーンセンター最終処分場遮水工事

契約の相手方：株式会社　かみさい森林興産
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かがみの議会だより・第23号 6

鏡野町議会鏡野町議会
第11回 町民と議会との意見交換会第11回 町民と議会との意見交換会

①「鏡野町の未来はどんな町になってほしいか」
　「住みよい町にするにはどうしたらよいか」
②「学校生活や授業について」
③「通学路の危険箇所、バス通学の時間帯、通学路環境について」
④「その他　意見・要望について」

提言１ 通学路の安全・安心の確保

提言２ 中学校と教育施設の環境整備

　令和６年10月17日鏡野中学校にて、生徒会の役員の皆さんと意見交換会を行いました。

意見交換会で頂いた貴重なご意見をもとに

として、令和６年11月鏡野町議会政策提言書にまとめました。
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かがみの議会だより・第23号7 〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。
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牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

総務省の基準があり、現在、
5000万円の繰入れがある

一般会計から国保病院への
繰入れ額の上限は
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と
合
わ
せ
て
大
体

68
％
の
稼
働
率
で
あ
る
。

１
％
で
も
２
％
で
も
稼
働

率
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
の
病
院
経
営

　
　
は
、
入
院
収
益
よ
り

外
来
診
療
を
重
視
し
た
経

営
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
今
後
の
病
院
経
営
の

方
針
は
。

　
　
国
保
病
院
事
務
長

　
　
　
他
の
公
立
病
院
は

入
院
が
６
割
か
ら
７
割
、

外
来
が
３
割
か
ら
４
割
で

推
移
し
て
い
る
。
令
和
６

年
よ
り
鏡
野
病
院
は
院
外

薬
局
に
し
た
こ
と
に
よ
り

外
来
収
益
は
減
っ
て
い
る
。

今
後
は
必
然
的
に
入
院
で

収
益
を
上
げ
る
こ
と
で
黒

字
化
に
な
る
と
考
え
る
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

　
　
　
原
木
な
め
こ
の
収

　
　
穫
量
低
下
の
原
因
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
全
国
的
に
も
収
穫

量
は
低
下
し
て
い
る
。
近

年
の
異
常
気
象
に
よ
り
理

想
的
な
湿
度
や
温
度
が
保

て
な
い
こ
と
や
、
カ
ビ
や

他
の
菌
の
影
響
も
生
育
不

順
に
大
き
な
原
因
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
生
産
事
業
に
対
し

　
　
て
、
関
係
者
等
か
ら

ど
の
よ
う
な
意
見
や
要
望

が
あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
域
の
特
産
品
と

し
て
生
産
推
進
、
地
区
住

民
の
雇
用
の
拡
大
の
観
点

か
ら
、
継
続
を
希
望
す
る

声
が
あ
る
一
方
で
、
事
業

の
採
算
悪
化
へ
の
懸
念
か

ら
、
事
業
の
精
査
や
継
続

を
不
安
視
す
る
声
も
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
生
産

　
　
概
念
を
覆
す
よ
う
な

作
り
方
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
例
え
ば
、
空
調
設
備
、

水
道
設
備
な
ど
が
整
っ
て

い
る
旧
上
齋
原
学
園
の
教

室
を
活
用
す
れ
ば
、
商
品

問問問問 問問

開
発
か
ら
お
食
事
処
で
の

提
供
へ
と
つ
な
が
り
、
販

路
拡
大
に
な
る
。
日
本
一

の
「
な
め
こ
」
づ
く
り
を

目
指
さ
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
通
常
屋
内
で
の
育

成
に
適
し
て
い
る
の
は
、

菌
床
栽
培
で
あ
る
。
屋
内

栽
培
に
は
、
日
照
、
温
度
、

水
の
確
保
が
不
可
欠
で
空

調
設
備
や
水
道
設
備
は
現

施
設
の
再
利
用
を
検
討
す

る
と
し
て
も
、
排
水
設
備

な
ど
大
規
模
な
施
設
改
修

や
、
原
木
の
搬
入
路
や
設

備
改
修
な
ど
多
額
な
費
用

が
発
生
す
る
。
自
然
栽
培

だ
か
ら
特
産
品
と
し
て
の

価
値
が
上
が
る
の
で
、
現

段
階
で
廃
校
跡
地
の
活
用

は
考
え
て
い
な
い
。
気
象

状
況
に
対
応
で
き
る
管
理

方
法
を
調
査
研
究
し
、
関

係
団
体
と
も
連
携
し
、
販

路
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
栽
培
方
法
を
学
ぶ

　
　
先
進
地
視
察
な
ど
し

て
い
る
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
先
進
地
視
察
し
た

記
憶
は
な
い
が
、
岡
山
県

　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

　
　
よ
る
影
響
で
、
越
畑

の
も
み
じ
を
巡
る
観
光
客

が
増
え
て
き
た
。
案
内
表

示
が
少
な
く
道
し
る
べ
の

工
夫
が
必
要
で
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
役
場
窓
口
に
チ

ラ
シ
を
設
置
し
周
知
し
て

い
る
。
今
後
も
、
も
み
じ

祭
り
の
主
催
で
あ
る
香
北

地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
連
携
し
た
取
組
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
来
場
い
た

だ
け
る
と
期
待
し
て
い
る
。

道
し
る
べ
が
必
要
で
あ
れ

ば
観
光
局
と
も
協
議
し
た

い
。
　
　
　
竹
灯
籠
が
灯
り
来

　
　
場
者
を
魅
了
し
た
こ

と
は
知
っ
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
も
ち
ろ
ん
認
識
し

て
い
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
事
も
知
っ
て
い
た
。

　
　
　
鏡
野
観
光
局
が
作

　
　

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
鏡
野
町
お
す
す
め
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
」
に
は
、
越
畑

の
も
み
じ
が
ほ
ぼ
載
っ
て

い
な
い
。
奥
津
渓
か
ら
越

畑
に
周
遊
す
る
コ
ー
ス
の

充
実
を
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
観
光
局
と
連
携
し

な
が
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

鏡
野
観
光
局
と
連
携

し
な
が
ら
協
議
し
た
い

「
越
畑
ふ
る
さ
と
村
も
み
じ
祭
り
」

へ
の
道
し
る
べ
を

質問質問

答弁答弁

原木なめこ　

越畑もみじ公園

答答

問問 答答答答

答答

問問問問問問 答答答答

問問問問 答答答答

問問答答

答答

片田 八重美［かたた やえみ］議員

全国的にも原木なめこの屋内栽培事例は
聞いたことがない

原木なめこを旧上齋原学園で
手掛けてみてはどうか

質問質問

答弁答弁

に
も
キ
ノ
コ
の
研
究
を
し

て
い
る
会
社
が
あ
り
、
聞

き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。

　
　
　
分
析
調
査
も
必
要
。

　
　
一
定
期
間
で
も
専
門

家
を
入
れ
て
指
導
を
し
て

は
。
　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
過
去
に
、
な
め
こ

専
門
の
指
導
者
を
採
用
し

た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
屋
内
で
の
、
菌
床

　
　
栽
培
、
屋
外
で
は
原

木
栽
培
と
二
通
り
の
方
法

は
考
え
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　

研
究
し
な
が
ら
、

今
の
方
法
で
効
率
よ
く
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
専
門
家
を
招
へ
い

　
　
す
る
と
と
も
に
、
先

進
地
を
視
察
し
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
特
産
の
「
な
め

こ
」
を
絶
や
さ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
が
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
そ
れ
ら
に
つ
い
て

関
係
者
と
検
討
し
た
い
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

　
　
　
阪
神
・
淡
路
大
震

　
　
災
か
ら
令
和
７
年
で

30
年
に
な
る
。
ま
た
、
令

和
６
年
元
旦
に
は
能
登
半

島
地
震
が
、
９
月
に
は
能

登
地
域
を
襲
っ
た
記
録
的

な
大
雨
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
災
害
時
の
飲

料
水
、
生
活
用
水
と
し
て

井
戸
水
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
が
、
町
内
の
井
戸
水

を
調
査
し
、
登
録
制
度
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
能
登
半
島
地
震
で

は
広
範
囲
で
長
期
に
わ
た

り
水
道
が
復
旧
せ
ず
、
飲

み
水
、
ト
イ
レ
な
ど
に
使

う
生
活
用
水
が
使
え
な
か

っ
た
と
き
に
も
井
戸
水
は

使
用
で
き
た
と
い
う
こ
と

か
ら
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

　
井
戸
水
の
水
質
は
、
飲

料
水
に
適
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
時
間
や
環
境
と
と

も
に
変
動
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
災
害
時
に
使
用
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
定

期
的
な
検
査
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
井
戸
は
通

問問

常
は
電
動
ポ
ン
プ
に
よ
る

く
み
上
げ
式
が
多
く
、
停

電
時
に
は
使
用
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
課
題
も
考
え

ら
れ
る
。
鏡
野
町
で
は
給

水
タ
ン
ク
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
飲
め

る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

の
備
蓄
を
す
る
こ
と
で
飲

料
水
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
井
戸
の
登
録

制
度
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
に
お
け
る
生
活
用
水
と

し
て
は
使
用
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
少

し
安
全
性
、
有
効
性
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

　
　
　
能
登
半
島
地
震
で

　
　
は
道
路
の
被
害
が
大

変
多
く
、
給
水
車
等
が
現

地
へ
到
達
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
。
停
電
時
は
自
主

防
災
組
織
の
自
家
発
電
機

を
活
用
し
て
、
供
給
は
で

き
る
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
鏡
野
町
の
防
災

マ
ッ
プ
で
は
、
災
害
時
に

は
孤
立
集
落
の
発
生
が
か

な
り
多
く
な
り
、
対
策
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

問問
　
　
　
鏡
野
町
は
平
成
17

　
　
年
に
合
併
し
、
令
和

７
年
４
月
に
20
年
目
を
迎

え
、
令
和
７
年
は
鏡
野
町

に
と
っ
て
新
た
な
一
歩
と

な
る
。

　
令
和
７
年
３
月
の
町
長

選
挙
に
立
候
補
の
予
定
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
平
成
17
年
３
月
に

町
村
合
併
に
よ
り
新
た
な

鏡
野
町
が
誕
生
し
て
、
令

和
７
年
３
月
１
日
で
満
20

年
と
な
る
。
初
代
町
長
と

し
て
以
来
、
鏡
野
町
議
会

議
員
各
位
、
町
民
の
皆
様

方
の
理
解
、
協
力
を
賜
り
、

ま
た
、
厳
し
い
叱
声
も
幾

多
い
た
だ
い
た
。
町
政
運

営
を
行
う
に
当
た
り
、
歴

代
の
町
職
員
、
そ
し
て
現

在
汗
を
流
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
町
職
員
全
て
の
方

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

現
在
、
５
期
目
で
、
令
和

７
年
４
月
９
日
で
任
期
満

了
と
な
る
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
平
成
17
年
３
月
、
前

年
に
完
成
を
し
た
苫
田
ダ

ム
の
放
流
が
始
ま
っ
た
。

湖
底
に
沈
む
住
民
皆
様
方
、

約
５
０
０
戸
の
思
い
を
し

み
じ
み
と
感
じ
た
。
毎
年

毎
年
様
々
な
課
題
を
提
案

さ
れ
、
解
決
に
向
け
て
議

会
、
執
行
部
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
だ
。

　
令
和
７
年
度
が
第
２
次

総
合
計
画
の
最
終
年
度
と

な
る
。
令
和
８
年
度
か
ら

新
た
な
町
長
に
委
ね
た
い

令
和
７
年
３
月
の
町
長
選
挙
に

立
候
補
の
予
定
は

質問質問

答弁答弁

第
３
次
総
合
計
画
の
実
施

に
向
け
て
は
、
新
た
な
町

長
に
委
ね
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
鏡
野

　
　
町
の
未
来
を
託
せ
る

後
継
者
は
ど
の
よ
う
な
人

物
が
適
当
だ
と
思
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
し
っ
か
り
鏡
野
町

の
第
３
次
計
画
に
引
き
継

い
で
い
た
だ
き
た
い
、
そ

の
よ
う
な
方
を
望
ん
で
い

る
。
　
や
は
り
皆
様
方
の
意
見

を
よ
く
聞
き
、
皆
様
と
同

じ
目
線
で
、
物
事
を
測
れ

る
方
を
推
薦
し
た
い
。

答答

問問

答答答答

問問答答

岸　泰廣［きし やすひろ］議員

制度の導入は、安全性、有効性を
見極める必要がある

災害時の飲料水、生活用水として町内の井戸水
を調査し、登録制度を検討してはどうか

質問質問

答弁答弁

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
自
主
防
災
組
織
は

補
助
金
を
活
用
し
て
自
家

発
電
機
の
整
備
、
飲
料
水

の
備
蓄
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
孤
立
集
落
に
な
っ

た
と
き
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
分
散
し
て
備
蓄

を
実
施
し
て
い
る
。
井
戸

の
登
録
制
度
は
今
後
の
課

題
と
し
て
考
え
て
い
く
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

　
　
　
最
適
土
地
利
用
総

　
　
合
対
策
事
業
の
推
進

状
況
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
下
斎

原
、
長
藤
地
区
で
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
を
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
は
、
４
月

以
降
、
地
元
協
議
を
３
回
、

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
よ
る
現
地
指
導

を
２
回
受
け
た
。
10
月
31

日
に
事
業
計
画
が
国
に
採

択
さ
れ
た
の
で
、
地
元
代

表
者
に
よ
る
長
野
県
へ
の

先
進
地
視
察
を
行
っ
た
。

現
地
で
は
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ

ッ
ツ
、
ク
ル
ミ
栽
培
の
状

況
を
視
察
し
て
、
粗
放
的

作
物
と
し
て
栽
培
可
能
で

あ
る
と
い
う
感
触
を
得
た
。

　
　
　
中
山
間
地
域
等
直

　
　
接
支
払
制
度
の
第
５

期
対
策
が
令
和
６
年
度
で

終
わ
る
が
、
令
和
７
年
度

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら

始
ま
る
第
６
期
対
策
は
交

付
単
価
の
変
更
は
な
く
、

交
付
単
価
の
10
割
交
付
の

要
件
が
集
落
戦
略
の
作
成

問問

か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

計
画
の
作
成
に
変
更
に
な

る
。
そ
し
て
、
集
落
戦
略

に
お
い
て
、
協
定
の
農
地

化
を
将
来
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
、
現
状
を
踏

ま
え
、
将
来
的
に
維
持
す

べ
き
農
用
地
を
明
確
化
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
６
期
対
策
の
10
割
交
付

の
要
件
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
活
動
計
画
と
は
、

複
数
の
集
落
協
定
間
で
の

活
動
の
連
携
、
集
落
協
定

の
統
合
、
ま
た
農
業
者
団

体
以
外
の
組
織
の
参
画
な

ど
、
い
ず
れ
か
の
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
加
算

措
置
の
変
更
。
集
落
協
定

広
域
加
算
、
集
落
機
能
強

化
加
算
、
生
産
性
向
上
加

算
が
廃
止
と
な
り
、
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

新
た
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

加
算
、
ス
マ
ー
ト
農
業
加

算
が
追
加
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
事
業
の
要
件

と
し
て
環
境
負
荷
低
減
の

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
実
施
が
追
加
さ
れ
た
。

環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス

答答問問答答

問問答答

問問答答

長石 幸男［ながいし ゆきお］ 議員

多額の費用が必要で、
単町での実施は困難である

農業機械購入補助の予定は質問質問

答弁答弁

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、

国
の
掲
げ
る
、
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基

づ
き
、
農
業
生
産
に
よ
る

環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指

す
も
の
で
、
適
正
な
肥
料
、

農
薬
の
使
用
な
ど
の
項
目

を
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も

の
。
　
　
　
農
業
機
械
の
導
入

　
　
補
助
は
し
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
平
成
27
年
か
ら
平

成
29
年
度
に
実
施
し
た
鏡

野
町
農
業
機
械
等
導
入
支

援
基
金
事
業
は
、
３
年
間

の
事
業
期
間
で
１
８
９
件
、

補
助
金
ベ
ー
ス
で
３
億
３

７
６
３
万
７
千
円
を
支
出

し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
る

効
果
と
し
て
、
認
定
農
業

者
等
へ
の
農
地
集
積
が
あ

げ
ら
れ
る
。
農
地
集
積
の

推
移
は
、
平
成
25
年
度
に

３
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ

た
も
の
が
平
成
29
年
度
に

は
４
１
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま

で
進
み
、
そ
の
後
も
上
昇

し
て
い
る
。
鏡
野
町
農
業

機
械
等
導
入
支
援
基
金
事

業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

効
果
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
単

町
で
の
実
施
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
国
・

県
等
の
事
業
も
含
め
、
効

果
の
あ
る
も
の
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
全
国
町
村

会
に
お
い
て
も
、
国
に
お

い
て
中
山
間
の
農
地
を
守

る
保
全
の
意
味
で
国
に
対

す
る
要
望
も
強
め
て
い
る
。

　
　
　
現
在
建
設
中
の
鏡

　
　
野
町
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
の
運
営
方

針
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
３
年
度
に
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
新
た
に
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
を
掲
げ

た
。
Ｊ
Ａ
な
ど
の
営
農
指

導
が
減
り
、
か
つ
て
の
よ

う
な
鏡
野
町
の
特
産
品
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
ま
た
中
山
間
地

は
農
作
が
困
難
で
あ
り
、

何
か
代
替
作
物
が
な
い
か

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
生

産
者
が
高
齢
化
を
し
て
い

る
中
で
次
世
代
の
方
が
参

入
で
き
る
も
う
か
る
農
業

の
導
入
は
で
き
な
い
か
、

こ
れ
ら
を
解
決
で
き
な
い

か
と
い
う
考
え
に
よ
る
も

の
。
　
こ
の
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
、
高
齢
化
し
、
後

継
者
の
見
つ
か
ら
な
い
農

地
の
今
後
の
保
全
、
鏡
野

町
に
適
し
た
水
稲
で
な
い

基
幹
作
物
を
選
定
し
て
、

鏡
野
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー

が
先
導
し
て
、
も
う
か
る

農
業
、
奨
励
作
物
と
し
て

栽
培
す
る
こ
と
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。

　
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
農
地

の
保
全
、
も
う
か
る
奨
励

作
物
と
し
て
水
稲
以
外
の

基
幹
作
物
も
選
定
し
て
、

鏡
野
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー

が
先
導
し
て
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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子
ど
も
・
若
者
育

　
　
成
支
援
推
進
法
が
令

和
６
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、

支
援
に
努
め
る
べ
き
対
象

と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
明
記
さ
れ
た
。
小
・
中

学
校
で
令
和
６
年
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
」
児
童
・
生
徒
の
割
合

は
何
％
か
。
ま
た
、
今
後

の
周
知
方
法
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
６
年
度
実
態

調
査
に
お
け
る
「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
児

童
・
生
徒
の
割
合
は
、
令

和
５
年
度
と
同
じ
39
％
だ

っ
た
が
「
内
容
を
知
っ
て

い
る
」
児
童
・
生
徒
は
、

令
和
５
年
度
26
％
か
ら
31

％
に
増
え
た
。

　

今
後
の
周
知
方
法
は
、

実
態
調
査
は
毎
年
回
答
し

て
い
る
上
の
学
年
ほ
ど

「
知
っ
て
い
る
、聞
い
た
こ

と
が
あ
る
」
割
合
が
高
く
、

認
知
度
向
上
の
一
端
を
担

っ
て
い
る
と
言
え
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。
ま
た
、
国
や
県
に

よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
の

ほ
か
、
町
で
も
学
校
や
公

問問

共
機
関
へ
の
チ
ラ
シ
の
配

布
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
に

よ
り
周
知
に
努
め
た
い
。

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
　
を
題
材
に
し
た
ド
ラ

マ
の
視
聴
な
ど
し
な
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
映
画
鑑
賞
等
、
学

校
で
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
法
改
正
で
ヤ
ン
グ

　
　
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
対

象
年
齢
が
お
お
む
ね
30
歳

未
満
と
さ
れ
た
。
町
の
現

状
で
の
年
齢
別
の
支
援
体

制
、
今
後
の
支
援
方
針
は
。

　
　
町　
長

　
　
　

法
改
正
に
よ
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

の
対
象
年
齢
が
、
若
者
を

切
れ
目
な
く
支
え
る
と
い

う
観
点
か
ら
お
お
む
ね
30

歳
未
満
を
中
心
と
し
て
い

る
が
、
状
況
等
に
応
じ
40

歳
未
満
の
方
も
対
象
と
な

り
得
る
と
さ
れ
た
。
鏡
野

町
の
支
援
の
体
制
は
、
基

本
的
に
は
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

学
校
等
と
連
携
し
事
実
確

認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
地
域
資
源
、
そ
の
他
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
対

象
者
の
年
齢
に
よ
り
福
祉

　
　
　
閉
校
し
た
香
北
小

　
　
学
校
、
上
齋
原
小
学

校
に
つ
い
て
、
現
在
「
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
て
事
業
提
案
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
応
募
状
況
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
両
施
設
へ
大
学
の

関
係
者
、
民
間
企
業
３
社

と
子
ど
も
の
体
験
活
動
な

ど
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
代
表
者
を
案
内
し
た

が
利
活
用
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　
令
和
６
年
12
月
６
日
に

は
、
上
齋
原
学
園
へ
民
間

企
業
１
社
を
現
地
へ
案
内

し
た
。
ま
た
、
電
話
に
よ

り
、
旧
香
北
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
設
置
の
問
い
合
せ

が
あ
っ
た
が
、
香
北
地
区

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
行
事
等

に
使
用
し
て
い
る
た
め
に

断
っ
た
。
そ
の
他
、
上
齋

原
学
園
の
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
系
統
用
蓄
電
池
の

設
置
の
問
い
合
せ
が
あ
っ

た
が
、
土
石
流
の
警
戒
区

域
の
た
め
に
断
り
の
連
絡

が
あ
っ
た
。

　
　
　
国
民
宿
舎
い
つ
き

　
　
跡
に
つ
い
て
全
員
協

議
会
で
一
度
提
案
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら

施
設
の
解
体
に
向
け
た
設

計
業
務
を
実
施
し
た
い
。

そ
の
後
の
施
設
整
備
に
は
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
財

源
の
確
保
に
努
め
、
地
元

の
皆
様
の
意
見
も
参
考
に

適
正
な
規
模
の
施
設
整
備

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

岡
山
県
主
体
に
よ
る
新
た
な
産
業
工
業
団
地
の

設
置
要
望
書
を
準
備
中

新
た
な
産
業
流
通
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

今
後
の
企
業
誘
致
方
針
は

質問質問

答弁答弁

運
営
に
関
し
て
も
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

指
定
管
理
や
公
設
民
営
も

念
頭
に
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

　
　
　
鶴
喜
保
育
園
の
新

　
　
園
舎
完
成
後
の
旧
園

舎
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
10
月
に

津
山
市
の
財
政
活
用
課
を

訪
問
し
、
公
共
施
設
等
の

利
活
用
に
関
す
る
民
間
提

案
制
度
の
手
法
等
の
説
明

を
受
け
た
。
令
和
７
年
度

中
に
公
募
に
よ
る
提
案
募

集
を
行
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
審
査
に

お
い
て
決
定
し
た

団
体
等
に
よ
り
、

有
効
活
用
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

答答

問問問問答答

問問答答

問問答答

問問答答

答答

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

令和６年11月時点で７人を
ヤングケアラーとして認知している

要支援対象者の
ヤングケアラーは何名か

質問質問

答弁答弁

や
医
療
の
担
当
課
に
引
き

継
ぎ
、
様
々
な
方
面
か
ら

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第23号 12〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

　
　
　
令
和
５
年
度
消
防

　
　
活
動
服
の
更
新
配
布

に
つ
い
て
、
団
員
数
と
の

差
異
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
の
３
か
年
に
分
け

て
７
２
８
人
分
の
活
動
服

を
購
入
し
、
団
員
に
配
布

し
た
が
１
０
０
％
配
ら
れ

て
な
い
。

　
　
　
購
入
数
と
、
団
員

　
　
数
が
合
わ
な
い
理
由

は
。
　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
退
団
を
控
え
て
い

る
団
員
に
は
配
布
を
し
て

い
な
い
。

　
　
　
受
け
と
っ
て
い
な

　
　
い
団
員
へ
の
対
応
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
随
時
配
布
を
し
て

い
く
。

　
　
　
活
動
服
を
受
給
し

　
　
て
い
な
い
団
員
の
活

動
状
況
把
握
と
登
録
者
全

て
に
活
動
費
は
支
給
し
て

い
る
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
全
団
員
の
活
動
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な

い
。
活
動
費
に
つ
い
て
は
、

火
災
、
出
初
め
式
、
操
法

訓
練
大
会
、
年
末
夜
警
、

日
ご
ろ
の
訓
練
等
に
携
わ

っ
て
い
る
全
団
員
に
支
給

問問問問問問問問

し
て
い
る
。

　
　
　
全
国
的
に
消
防
団

　
　
員
の
な
り
手
不
足
の

中
、
鏡
野
町
消
防
団
の
各

部
で
は
定
員
数
の
上
限
が

あ
る
の
か
。
ま
た
町
と
し

て
新
規
団
員
確
保
に
向
け

て
の
取
組
と
、
外
国
人
の

登
用
に
つ
い
て
の
取
組
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
団
員
数
に
つ
い
て

は
鏡
野
町
消
防
団
条
例
に

よ
り
全
体
の
団
員
数
の
上

限
を
決
め
て
い
る
。
ま
た
、

鏡
野
町
消
防
団
に
関
す
る

規
則
で
役
員
数
の
上
限
を

決
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
の
部
の
定
員
数
上
限
は

決
め
て
い
な
い
。
新
規
登

録
者
確
保
に
向
け
て
は
消

防
団
登
録
事
業
所
表
示
制

度
の
活
用
や
防
災
イ
ベ
ン

ト
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

る
。
外
国
人
の
登
用
に
つ

い
て
は
希
望
が
あ
れ
ば
入

団
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
鏡
野
町
消
防
団
協

　
　
力
事
業
所
表
示
制
度

に
つ
い
て
参
加
企
業
に
対

し
て
の
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
現
時
点
で
は
企
業

側
に
有
利
に
な
る
も
の
は

な
い
が
、
企
業
側
は
認
定

答答答答答答答答

問問問問 答答答答

問問問問 答答

問問問問 問問 答答答答答答

問問 答答答答

難波 達男［なんば たつお］ 議員

現在728名に対して新しく活動服を支給し、
小型重機の資格取得に向けて講習を実施している

消防団員の登録者数と
活動における取組は

質問質問

答弁答弁

さ
れ
る
こ
と
で
、
表
示
証

の
交
付
を
受
け
、
消
防
団

へ
の
理
解
が
あ
る
事
業
所

で
あ
る
と
周
知
で
き
る
。

対
策
に
つ
い
て
は
団
員
確

保
に
向
け
て
協
議
す
る
う

え
で
の
課
題
と
す
る
。

　
　
　
令
和
６
年
度
災
害

　
　
復
旧
を
迅
速
に
促
進

す
る
た
め
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

か
ら
小
型
重
機
等
の
寄
付

が
あ
り
、
そ
の
資
格
取
得

に
向
け
て
消
防
団
員
と
町

職
員
が
講
習
を
受
け
た
が
、

取
得
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ

の
人
数
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
事
業

に
お
い
て
令
和
６
年
度
シ

ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ダ
ン
プ
・

防
災
倉
庫
等
の
整
備
、
令

和
６
年
度
か
ら
８
年
度
に

か
け
て
研
修
等
人
材
育
成

を
す
る
。
重
機
資
格
に
つ

い
て
は
、
２
年
１
セ
ッ
ト

の
講
習
を
来
年
度
も
募
集

を
す
る
予
定
、
今
回
の
参

加
人
数
は
郷
分
団
５
名
、

富
分
団
３
名
、
大
野
分
団

１
名
、
小
田
分
団
１
名
の

合
計
10
名
。

　
　
　
今
回
の
資
格
取
得

　
　
に
つ
い
て
講
習
を
知

ら
な
か
っ
た
と
の
声
に
つ

い
て
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
消
防
団
幹
部
会
議

に
お
い
て
説
明
し
て
い
る

の
で
各
分
団
に
お
い
て
も

周
知
で
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　
資
格
取
得
講
習
前

　
　
に
全
消
防
団
員
に
資

格
保
有
の
有
無
に
つ
い
て

確
認
が
あ
っ
た
が
、
通
知

方
法
は
統
一
さ
れ
て
い
た

の
か
。

　
　
危
機
管
理
監　

　
　
　
統
一
し
た
資
料
と

様
式
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
資
格
保
有
者
に
今

　
　
後
の
指
導
研
修
予
定

は
。
　
　
危
機
管
理
監　

　
　
　
継
続
的
に
研
修
等

を
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
　
　
あ
げ
は
隊
女
性
団

　
　
員
の
取
組
に
つ
い
て

は
。

　
　
町　
長

　
　
　
火
災
時
の
被
災
者

ケ
ア
・
行
方
不
明
者
の
捜

索
・
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
後
方
支
援
を
実
施
し

て
も
ら
う
。

　
　
　
令
和
６
年
行
方
不

　
　
明
者
の
捜
索
活
動
に

お
い
て
課
題
点
や
問
題
点

が
あ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
町　
長

　
　
　
捜
索
活
動
に
お
け

る
町
役
場
、
警
察
、
消
防

署
、
消
防
団
の
連
携
は
、

現
地
で
定
期
的
に
対
策
会

議
を
実
施
し
、
捜
索
方
法

な
ど
協
議
し
た
結
果
を
消

防
団
へ
共
有
し
、
活
動
し

て
も
ら
っ
た
が
、
協
議
に

時
間
を
要
し
た
た
め
、
待

機
時
間
が
長
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
点
や
問
題

点
に
つ
い
て
解
決
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
的
確
か
つ
効

率
的
に
活
動
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第23号13 〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

　
　
　
心
身
と
も
に
リ
フ

　
　
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
空

間
と
は
ど
の
よ
う
な
空
間

と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
景
観
や
自
然
と
の

調
和
を
重
視
し
、
人
、
施

設
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
空
間
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
「
自
然
の
美
し
さ

　
　
を
生
か
し
た
自
然
と

親
し
め
る
空
間
を
つ
く

る
」
と
あ
る
。
今
ま
で
の

取
組
を
含
め
て
、
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て

い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
良
好
な
環
境
と
美

し
い
景
観
の
維
持
、
確
保

は
町
の
存
続
に
と
っ
て
根

幹
と
な
る
も
の
だ
が
、
気

候
変
動
な
ど
の
地
球
環
境

そ
の
も
の
の
課
題
が
町
の

自
然
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
産
業
常
任
委
員
会

　
　

で
視
察
を
し
た
が
、

ひ
ら
め
の
養
殖
は
落
ち
葉

が
落
ち
て
も
回
収
し
、
雨

水
の
管
理
な
ど
大
変
だ
が
、

源
流
だ
か
ら
養
殖
で
き
る

と
実
感
し
た
。
ま
た
、
渓

流
で
釣
り
、
温
泉
と
キ
ャ

ン
プ
場
が
あ
り
、
富
と
奥

津
は
大
事
な
と
こ
ろ
だ
。

多
く
の
人
は
そ
う
い
う
場

所
を
大
事
に
し
た
い
と
思

問問問問 問問

問問 い
、
富
も
羽
出
の
方
も
署

名
さ
れ
た
。
反
対
の
署
名

が
過
半
数
以
上
あ
る
。
町

長
と
し
て
は
ど
う
い
う
受

け
止
め
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
こ
の
質
問
の
頭
に

は
風
力
発
電
に
反
対
す
る

立
場
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

行
政
と
し
て
は
今
ま
で
も

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。

思
い
描
く
も
の
を
壊
す
か

も
し
れ
な
い
、
危
険
だ
と

す
る
皆
様
と
気
持
ち
は
同

じ
で
あ
り
、
危
険
が
起
こ

る
よ
う
な
資
料
が
示
さ
れ

る
と
断
固
反
対
し
て
い
く
。

　
　
　
町
長
の
意
思
は
町

　
　
民
の
意
思
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
の
で
町
民
の
声

を
し
っ
か
り
聴
い
て
い
た

だ
き
た
い
。
遊
歩
会
な
ど

団
体
の
声
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
反
対
も
賛
成
も
し

な
い
よ
う
な
団
体
が
多
か

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
「
０
、１
、２
歳
の

　
　
託
児
な
ら
し
た
い
」

と
い
う
有
資
格
者
が
、
空

き
家
を
使
用
し
て
活
動
し

た
い
場
合
、
子
育
て
支
援

課
と
空
き
家
対
策
の
ま
ち

づ
く
り
課
の
横
の
連
携
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
連
携
は
簡
単
に
は

答
え
ら
れ
な
い
が
、
小
規

模
保
育
事
業
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
鏡
野
町
の
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
等

の
条
例
で
基
準
を
定
め
て

い
る
。
こ
の
基
準
に
沿
っ

た
施
設
基
準
、
人
員
基
準

で
、
給
食
設
備
や
保
育
園

と
の
連
携
、
運
動
場
整
備

等
を
し
っ
か
り
し
て
い
た

だ
い
た
施
設
で
あ
れ
ば
考

え
て
い
け
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
保
育
士
資
格
を

持
つ
方
の
相
談
窓
口
は

「
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
（
県
）
」
が
あ

る
。
　
　
　
待
機
児
童
を
家
庭

　
　
で
保
育
を
し
て
い
る

場
合
、
在
宅
育
児
支
援
制

度
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
未
就
園
児
に
対
し
、

奈
義
町
は
月
額
１
万
５
千

円
、
美
咲
町
で
は
月
額
１

万
円
を
支
給
し
て
い
る
よ

う
だ
。
鏡
野
町
で
は
、
令

和
４
年
度
に
在
宅
育
児
支

援
事
業
を
検
討
し
た
が
事

業
費
の
財
源
が
見
つ
か
ら

ず
断
念
し
た
。

　
　
　
鏡
野
町
の
財
政
状

　
　
況
を
考
え
る
と
難
し

い
と
言
わ
れ
た
が
、
待
機

児
童
が
い
な
く
な
れ
ば
、

在
宅
で
託
児
す
る
人
は
数

少
な
い
の
で
高
額
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

現
在
、入
園
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
た
め

回
答
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
広
域
保
育
も

含
め
調
整
し
、回
答
は
４
月
以
降
に
な
る

新
年
度
の
待
機
児
童
の
予
想
数
は
何
人
か

質問質問

答弁答弁

　
　
町　
長

　
　
　
真
剣
に
令
和
４
年

度
に
は
金
額
も
上
げ
な
が

ら
協
議
を
し
た
が
、
家
庭

の
環
境
が
様
々
で
あ
り
、

協
議
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
。
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ 

　
　
ポ
ー
ト
な
ど
に
預
け

る
人
も
い
る
。
補
助
が
あ

る
と
利
用
し
や
す
い
の
で
、

再
考
を
お
願
い
し
た
い
。

のとろ温泉キャンプ場

答答

問問答答

問問問問

要望要望

答答

答答

答答 答答

答答

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

環境影響評価準備書で示される環境への影響の回避あるいは低減、
事業の計画の内容が示されていない現状では判断はできない

EREの大型風車が23基も建設されることが「富・奥津地域の
『憩いの癒し空間』として整備することにふさわしいと考えられるか

質問質問

答弁答弁

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。

　性能・機能を維持または向
上させつつ、コストダウンを
図る方法について、取引先か
らＶＥ手法による提案をうけ、
設計や仕様に織り込み、契約
に反映させる制度のこと。

◆ＶＥ提案とは◆ＶＥ提案とは

　
　
　
　
帝
国
デ
ー
タ
バ

　
　
ン
ク
に
よ
る
と
、
２

０
２
３
年
ス
キ
ー
場
の
倒

産
は
、
過
去
10
年
の
中
で

最
多
タ
イ
の
７
件
で
主
な

理
由
は
雪
不
足
。
こ
れ
は

地
球
温
暖
化
が
関
わ
っ
て

お
り
、
気
象
庁
の
資
料
で

は
、
１
９
６
０
年
代
以
降
、

年
間
の
う
ち
最
も
雪
が
降

り
積
も
っ
た
時
の
深
さ
は

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場
も

昨
年
の
氷
紋
ま
つ
り
も
中

止
し
、
降
雪
不
足
で
ス
キ

ー
場
営
業
が
で
き
ず
、
補

正
予
算
で
臨
時
管
理
費
と

し
て
４
１
３
９
万
円
を
助

成
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
が
進
む
中

気
象
専
門
家
も
含
ん
だ
調

査
対
策
委
員
会
を
ひ
ら
き

今
後
の
運
営
・
あ
り
方
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

問問

問問

問問
　
　
　
冬
休
み
の
期
間
の

　
　
参
加
希
望
者
を
募
集

し
て
い
る
が
、
申
請
締
め

切
り
日
は
い
つ
か
。
ま
た
、

参
加
者
が
少
な
い
結
果
が

出
て
、
こ
の
事
業
を
廃
止

す
る
と
な
れ
ば
、
ど
こ
で

判
断
す
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
申
請
締
め
切
り
は

12
月
13
日
と
し
て
い
る
の

で
と
り
ま
と
め
後
、
速
や

か
に
選
考
委
員
会
を
開
催

し
た
い
。

　
参
加
者
が
少
な
い
こ
と

の
み
を
も
っ
て
、
即
事
業

を
廃
止
す
る
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
を
行
い
、
最

終
的
に
継
続
廃
止
に
つ
い

て
は
町
長
の
判
断
を
仰
ぐ

こ
と
に
な
る
。

鏡
野
町
中
学
生
夢
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て

質問質問

最
終
審
査
に
は
、

１
社
が
参
加
し
て
い
る

町
国
民
健
康
保
険
病
院
整
備
事
業
で

最
終
審
査
に
残
っ
た
の
は
何
社
か

質問質問

答弁答弁

答答

答答

答答

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

運営継続に向け、指定管理者と
協議を重ねていく

地球温暖化が進む中、恩原高原スキー場
の運営・あり方を検討してはどうか

質問質問

答弁答弁

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
町　
長

　
　
　
近
年
の
雪
不
足
は

深
刻
で
あ
り
、
全
国
的
に

も
ス
キ
ー
場
経
営
は
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
恩
原

高
原
ス
キ
ー
場
は
、
岡
山

県
内
で
は
最
大
級
の
ス
キ

ー
場
で
あ
り
、
町
の
貴
重

な
観
光
資
源
の
一
つ
で
も

あ
る
。
運
営
継
続
に
向
け
、

リ
フ
ト
の
運
行
本
数
や
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
、
レ
ン
タ
ル

ハ
ウ
ス
の
営
業
方
法
の
見

直
し
な
ど
、
指
定
管
理
者

と
経
費
削
減
等
の
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

　
並
行
し
て
、
ス
キ
ー
人

口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
、
地
域
の
高
齢
化
等
に

よ
る
従
業
員
不
足
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー

場
の
将
来
的
な
方
針
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
発
注
に
参
加
し
た

　
　
の
は
何
社
で
、
第
一

回
審
査
結
果
で
何
社
に
な

っ
た
か
。
Ｖ
Ｅ
提
案
し
た

の
は
何
社
で
、
第
二
回
審

査
会
で
採
用
し
た
の
は
何

社
か
。
そ
し
て
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ

ン
グ(

最
終
審
査)

で
は
何

社
な
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
答
弁
の
前
提
と
し

て
、
本
事
業
の
発
注
方
式

と
Ｖ
Ｅ
提
案
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

　
「
国
民
健
康
保
険
病
院

整
備
事
業
」
は
、
実
施
設

計
の
段
階
か
ら
施
工
者
が

参
加
し
、
技
術
協
力
を
行

う
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。 　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル(

企

画
・
提
案)

参
加
者
に
は
、

基
本
設
計
当
初
か
ら
「
品

質
を
同
等
以
上
と
し
て
コ

ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
」

「
コ
ス
ト
を
上
げ
な
い
で

品
質
を
向
上
さ
せ
る
」
Ｖ

Ｅ
提
案
を
提
出
し
て
も
ら

っ
た
。

　
発
注
段
階
で
参
加
表
明

を
し
た
の
は
２
社
。
そ
の

う
ち
１
社
か
ら
辞
退
届
が

あ
っ
た
た
め
、
Ｖ
Ｅ
提
案

は
残
り
１
社
と
な
っ
た
。

第
二
回
審
査
会
に
お
い
て
、

そ
の
採
否
を
審
査
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
、
そ
の

１
社
が
参
加
し
て
い
る
。

審
査
会
で
の
評
価
項
目
は
、

「
実
施
設
計
段
階
の
実
施

方
針
に
対
す
る
提
案
」
に

ウ
エ
イ
ト
を
置
き
、
Ｅ
Ｃ

Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
を
設

計
に
生
か
せ
る
手
法
を
重

視
し
て
い
る
。
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
等
の
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
施
設
の
利
用
に
お

い
て
、
他
市
町
村
か
ら
の

転
入
者
は
転
入
後
６
ヶ
月

間
経
過
し
な
い
と
入
居
で

き
な
い
条
件
が
あ
っ
た
。

条
件
の
緩
和
を
提
案
し
た

が
変
更
さ
れ
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
10
月
23
日
の
鏡
野

町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
で
承
認
を
得
、

令
和
６
年
11
月
１
日
よ
り

転
入
者
が
転
入
と
同
時
に

全
て
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
入
居
条
件
の
緩
和
を
行

っ
た
。

　
　
　
福
祉
施
設
事
業
者

　
　
の
経
営
者
が
集
ま
り
、

町
職
員
も
同
席
し
て
意
見

交
換
で
き
る
会
合
は
開
か

れ
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
11
月
22
日
に
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

12
法
人
の
14
名
が
参
加
し

た
。
運
用
の
条
件
緩
和
等

を
含
め
た
報
告
と
意
見
交

換
を
行
い
、
施
設
利
用
者

問問問問

の
減
少
や
職
員
不
足
、
外

国
人
就
労
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

　
今
後
も
協
議
の
場
は
必

要
と
考
え
て
お
り
、
鏡
野

町
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

事
業
推
進
協
議
会
へ
の
理

解
と
参
加
を
引
き
続
き
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
こ
の
協
議
会
に
は

３
つ
の
部
会
が
あ
り
、
そ

の
内
の
一
つ
が
シ
ス
テ
ム

部
会
、
通
称
オ
ー
ナ
ー
ズ

会
議
が
あ
り
、
経
営
者
が

中
心
と
な
り
会
議
を
進
め

て
い
る
。　
　
　

　
　
　
中
山
間
地
域
の
公

　
　
共
交
通
の
課
題
と
政

策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
中
山
間
地
域
の
公

共
交
通
は
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
に
伴
う
利

用
者
の
減
少
や
、
運
転
員

不
足
の
影
響
で
移
動
手
段

の
確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
鏡
野
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
旧
町

村
で
異
な
る
運
賃
を
公
平

で
利
用
し
や
す
い
運
賃
体

系
に
構
築
す
る
と
共
に
、

運
行
の
安
全
性
と
利
便
性

の
一
層
の
向
上
を
目
的
に

福
祉
バ
ス
の
再
編
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
費
及
び
利
用

　
　
状
況
、
収
支
バ
ラ
ン

ス
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
令
和
５
年
度
の
事

業
費
は
、
町
営
バ
ス
が
約

２
３
０
０
万
円
、
上
齋
原

ト
ロ
リ
ン
バ
ス
を
含
む
福

祉
バ
ス
も
約
２
３
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。

　

近
年
の
利
用
状
況
は
、

総
じ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

町
営
バ
ス
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
減

少
し
て
い
る
が
、
富
地
域

の
福
祉
バ
ス
は
、
地
域
住

民
主
体
の
会
議
の
要
望
に

よ
り
路
線
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
を
行
い
、
前
年
比
で
約

２
倍
の
乗
車
件
数
に
改
善

さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　

　
収
支
バ
ラ
ン
ス
（
各
事

業
費
分
の
収
支
に
対
す
る

収
入
の
割
合
で
あ
る
収
支

率
の
指
標
）
は
、
町
営
バ

ス
が
２
・
７
％
、
福
祉
バ

ス
は
無
償
運
行
の
た
め
０

％
。
現
在
の
公
共
交
通
計

画
で
定
め
る
目
標
値
は
、

他
の
路
線
も
併
せ
て
合
計

７
・
８
％
と
し
て
い
る
。

赤
字
で
は
あ
る
が
、
収
支

率
を
求
め
す
ぎ
る
と
減
便

や
路
線
の
廃
止
を
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
公

共
交
通
空
白
地
域
の
増
加

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

移
動
手
段
確
保
の
た
め
の

公
共
交
通
事
業
の
維
持
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
今
後

先
行
事
例
を
参
考
に

検
討
を
行
い
た
い

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
予
約
型
乗
合

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
は

質問質問

答弁答弁

も
よ
り
利
便
性
が
高
く
持

続
可
能
な
公
共
交
通
施
策

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

　
　
を
活
用
し
た
予
約
型

乗
合
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

予
約
型
乗
合
交
通
サ
ー
ビ

ス
は
、
久
米
南
町
と
津
山

市
が
既
に
導
入
し
て
お
り
、

鏡
野
町
も
近
隣
の
導
入
自

治
体
の
視
察
を
行
い
、
導

入
後
の
変
化
や
問
題
点
を

調
査
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
祉
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
福
祉
バ
ス
を

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
化
し

た
場
合
は
利
用
し
た
い
と

回
答
し
た
人
は
半
数
以
上

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ダ
イ
ヤ
や
ル
ー
ト
を
研
究

し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
Ａ

Ｉ
予
約
型
交
通
に
つ
い
て

も
様
々
な
運
行
形
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
町
に
適
し
た

運
行
形
態
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
先
行
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を

行
い
た
い
。

答答

問問答答問問答答

問問答答

答答

答答

飯綱 洋平［いいづな ようへい］ 議員

全ての地域密着型サービスで
利用できるよう緩和した

転入と同時にグループホーム等に
入居できるよう条件の緩和を

質問質問

答弁答弁

12　
月
・
11
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



　相談です。私は給食が好きですが、たまに嫌いなものがでて、

食べるのに困ることがあります。どうしたらよいでしょうか。

どうしても食べなければいけないのでしょうか。

　このような相談が寄せられました。鏡野町こども基本条例を

使い、わかりやすく伝える何か良い知恵がありましたら教えて

下さい。お待ちしています。
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ23 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　少数意見とは、委員会における表決の結果、多数決で決定されたことに
より、少数であったため廃棄された意見のことです。少数意見者は、「少数
意見の留保」を申し出て、自ら少数意見を報告する権利を確保しておけば、
本会議での委員長報告に続いて、その意見を報告することができます。

はいお
手

は
いお

す
わ
り

毎
回・・・

だ
れの

 

散
歩

　

 

だ
よ

ど
う
し
た

た
まに
は

 

メニュー

替
え
て
よ

あ
あ
ーっ

  

寿
司に

   

や
き
肉

食
べ
た
い
ナ
ー

な
る
ほ
ど

議案の提案理由説明

送信フォーム

主な内容と　　き

未　　　定
※２月６日以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

令
和
３
年
８
月
発
行

の
第
９
号
よ
り
、
現
在

の
広
報
特
別
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
で
紙
面
づ
く

り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
研
修
に
参
加
し
、

他
の
市
町
村
の
議
会
だ

よ
り
を
参
考
に
町
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
毎
号
工

夫
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

の
紙
面
づ
く
り
も
次
号

で
最
終
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
毎
号
期

待
さ
れ
る
紙
面
に
な
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
引

き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鈴
木
大
介
）

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

鏡野町こども基本条例コーナー鏡野町こども基本条例コーナー
かがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れいかがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れい

少数意見の留保とは？
しょうすう  い   けん       りゅう ほ

〒708-0392 鏡野町議会事務局 宛  ファックス：0868-54-4445  電子メール：送信フォームから

　　そうだん　　　　　  わたし　きゅうしょく　す　                                               きら

 た　                        こま

                         　　た　

　                                 そうだん    　よ　　　　　　　　　　　　　　 かがみのちょう  　　　　 　きほんじょうれい

つか　　　　　　　　　　　　　　　　 つた　          なに　　 よ       　ち   え　                                        おし

くだ   　　　　　　　　ま

かがみのちょうぎかいじむきょく  あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんし　　　　　　 そうしん

次回の発行は令和７年４月１日の予定です。

12　
月
会
議

11　
月
・
10　
月
会
議

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告


